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平成２８年度 第２回学都仙台コンソーシアム運営委員会議事要録 

 

１． 日時                                      

  平成２８年９月２９日（木）１０時３０分～１２時００分 

 

２． 場所                                      

  東北工業大学一番町ロビー２Ｆホール  

 

３． 出席者                                     

見上一幸運営委員長（宮城教育大学）、水田惠三運営副委員長（尚絅学院大学）、 

槇石多希子委員（仙台白百合女子大学）、吾妻一興委員（仙台青葉学院短期大学）、 

千葉昭彦委員＜企画部会長＞（東北学院大学）、吉田朗委員（東北芸術工科大学）、 

石川善美委員＜復興大学部会長＞（東北工業大学）、北折整委員（東北生活文化大学・短期大学部）、

佐藤義幸委員＜広報部会長＞（東北大学）、渡邊洋一氏（東北文化学園大学）（貝山道博委員代理）、

戸野塚厚子委員（宮城学院女子大学）、 

熊野充利委員＜サテライトキャンパス部会長＞（宮城教育大学）、村上金男委員（宮城誠真短期大学）、

長屋正人委員＜単位互換部会長＞（宮城大学）、斎藤千春委員（放送大学宮城学習センター）、 

林忠之氏（仙台高等専門学校）（内海康雄委員代理）、中村芳朗委員（仙台観光国際協会）、 

押谷祐子委員（東北多文化アカデミー）、八島和彦委員（みやぎ工業会）、 

青田祥信委員（理化学研究所）、太田純一氏（宮城県）（中村今日子委員代理）、横田大輔氏（仙台市）

（天野元委員代理） 

以上 「順不同」 

（委員数28名／出席数22名）  

 

４． 議事                                     

◆審議事項 

1. 学都仙台コンソーシアム事業改善について 

   学都仙台コンソーシアム事業改善について、これまでの経緯を踏まえ、前年度の事務局であった 

東北学院大学及び各事業部会から、検討された結果を配付資料に基づき説明があった。 

   説明が広範囲に亘ることから、これに対する質問や意見等は、１０月末日まで事務局にメール等 

で知らせることとした。また、これらの質問や意見等を集約の上、次回の運営委員会で確認し、来 

年２月開催の定期総会に「答申書」として提案することとした。 

 

◆報告事項 

1. 各事業部会の活動報告について 

 各事業部会より、活動報告について、配付資料に基づき報告が行われた。 

 

 2. 学都仙台コンソーシアム設立１０周年記念事業について  

   事務局より、学都仙台コンソーシアム設立１０周年記念事業について、配付資料に基づき報告 

があった。 
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７月２２日(金)及び９月８日(木)に開催された実行委員会の記念事業の主な概要は次のとおり。 

   (1)テーマ／学都仙台コンソーシアムの今日までそして明日から 

   (2)日程／平成２８年２月２４日(金) 

   (3)会場／仙台国際ホテル 

   (4)スケジュール／13:00 総会 14:30 記念式典 15:00 基調講演 16:15 パネルディスカッ 

            ション 18:00 祝賀会(各大学に3～5名の参加を依頼する。会費7,000円) 

   (5)記念式典／①式辞 今野弘会長 ②祝辞(来賓予定）③事業報告 見上幸一運営委員長 

   (6)基調講演／山崎光悦氏(金沢大学学長) (打診中) 

   (7)パネルディスカッション／①コーディネーター 井上義比古教授(東北学院大学) 

          ②ＦＤ・ＳＤ関連(検討中) ③復興大学関連 坂田隆教授(石巻専修大学)  

          ④八島和彦氏(みやぎ工業会専務理事) ⑤天野元氏(仙台市まちづくり政策      

          局政策企画部長 ⑥学生(検討中) 

   (8)来賓／①文部科学省(人選中) ②宮城県知事(依頼中) ③仙台市長(出席予定) 

   (9)共催／仙台学長会議  

   (10)後援／報道機関・企業等に依頼予定 

   (11)リーフレット／８ページ程度のパンフレットを作成予定 (参考/大学コンソーシアム岡山) 

    

    また、記念行事を広く市民に広報するため、１月に河北新報に開催広告を掲載することを決定

し、掲載にかかる経費を捻出するため、県内の企業から名刺広告を募ることとした。各加盟機関に

は名刺広告の掲載に協力いただけそうな企業(１社程度)を推薦していただくよう協力依頼をする

ことにした。 

 

3. 後援名義使用の事業報告について 

   事務局より、次の２団体から後援名義使用について申請があり、過般のメール審議により了承さ   

  れていたが、今般、かかる事業が滞りなく終了した旨の報告があった。 

 

   (1)団体名   東北大学高度教養教育・学生支援機構 

     事業名   大学職員能力開発プログラム(SDP) 

            「若手職員のための大学職員論(6) ～大学職員として学ぶ！を考える～」 

   (2)団体名   国立研究開発法人理化学研究所 

     事業名   国立研究開発法人理化学研究所仙台地区 一般公開 

 

4. 全国大学コンソーシアム協議会研究交流フォーラムへの参加報告について 

   去る９月１０日(土)・１１日(日)に、広島市で開催された「第１３回全国大学コンソーシアム協 

  議会研究交流フォーラム」へ参加した猪野信東北工業大学地域連携センター事務長から概要につい 

  て口頭により報告があった。 

 

◆その他 

     事務局より、次回の運営委員会を１２月に開催する予定であることが報告された。 

 

               以 上 


